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論　　文　　の　　要　　旨
　自然数nに対し，n個の点からなる集合X、上で定義される位相の総数丁（“）を，nを用いて表せと
いう問題は，今まで多くの研究者により，いろいろな方法で研究されてきたが，現在なお，解決には
程遠い状況にある。そこで，著者は本論文において，有限位相空間に対するあらたな位相不変量を導
入し，それを求めることがこの問題の解決に結びつくことを示し，その不変量についての研究成果を
与えている。
　第1章は，不変量の導入とその基本的一性質の検討および特殊な有限位相空間に対する値の計算に当
てられている。n点集合X、上のユつの位相丁に対しては，各点の最小開近傍を用いて，集合B＝lO．11
上のn次正方行列M（T）を対応させることができる。B上の行列には，加法，乗法および順序が定
義され，ブール行列とよばれる。与えられたブール行列が，上の方法で位相に対応するものであるた
めの必要十分条件は，すでに知られている。さて，Kを位相に対応するn次のブール行列とするとき
　〔占会〕　なる形の（n＋1）次ブール行列で位相に対応するものの総数を，α（K）と定める。Kが
位相に対応するn次ブール行列すべてにわたるときの和Σα（K）は，T（n＋亙）に一致する。2つの
位相空間（X、，T），（X日，T’）が同相であれば，α（M（T））＝α（M（T））となる。したがって，
αは有限位相空間に対して定義された位相不変量となる。LがKの縮約行列のとき，およびKの転置
行列のとき，α（L）はα（K）と一致する。LがKゴ・・，K。の直和のとき，α（L）はα（K玉），…，α（Kp）
等を用いて表すことができる。また，α（K）はKの行空間のある種の部分判頁序集合の順序イデアル
の数の和に等しい。これらの結果を用いて，特にn次単位行列I、に対しては，α（I、）＝2n＋1＋ザユ，
n次上半3角行列L。に対しては，α（L、）r（n＋5）／2＋亙となることが示される。
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　位相空聞（X、，T），（X、，T’）は，α（M（T））とα（M（Tり）とが一致しても同相でないこと
がある。また（X、，T）と（X、，T’）が同じホモトピー型であっても，α（M（T））とα（M（T’））
とが一致しないことがある。これに関し，ブール行列Kに対して，その「型」が定義され．α（K）と
Kとの型との関係が調べられている。
　第2章では，まず，集合X、上の位相で，分離公理Toを満たすものの総数α（K）との関係を示す公
式が与えられる。つぎに，位相に対応するn次ブール行列Kに対し，〔占会〕　なる形の（n＋1）次
プール行列が，位相に対応するための条件は，A，BがそれぞれKの行空問，列空問の元で，BA≦K
を満たすことであることが示される。したがって，この条件をみたすA，Bの組全体の集合L（K）の
元の数がα（K）である。L（K）の2つの要素（A，B），（C，D）与えるとき，〔義聾萎〕なる形のプー
ル行列で，位相に対応するものの数Nは，1，2，4のいずれかである。1，2，4のそれぞれの値をとるため
のK，（A，B），（C，D）に対する条件が示される。L（K）は分配束をなし，その構造を用いて，そのな
かに，Nの評価に関係するある良い性質をみたす充満鎖を構成することができる。これらを用いてつ
ぎの定理が証明される。To位相に対応するn次プール行列Kに対し，不等式α（L、）≦α（K）が成立
する。一方，丁位相に対応するn次プール行列Kに対し，不等式α（K）≦α（I、）が成立する。こうし
て，α（K）を評価する一般式が得られる。
　第3章では，nの低い値に対し，具体敵にK，A，B，C，Dを与えて，上に述べた数Nを計算した結果
の一覧表が示され，それによって立てられたα（K）についての予想が述べられている。
審　　査　　の　　要　　旨
　有限位相空間は，位相空聞としては極めて特殊なものである。しかし，それらと単体的複体との対
応の存在などの結果によって，通常の位相空問の研究に結びつけ得る対象であることが知られている。
また，T（双）を求める方法論は，位相空問論にとどまらず，広く，組み合わせ論研究への発展をもつ。
したがって，有隈位相空間の研究は，現在の位相空聞論において興味ある1分野をなす。
　T（η）の値は，n≦11で知られ，Ω≦13で求め得たとの報告があるが，一般のnについての公式を求
めることは，現在では不可能に近いとみられている。この論文で，著者が，T（n）に関係する位相不
変量αを導入し，その性質を調べ，評価を与える方法をとったのは，T（n）研究の一つの方向として
意義のあるものといえる。それによって得られた成果は，実際丁（n）の評価につなげ得るもので，高
く評価できる。最後に記された著者の予想は，理論的根拠にやや欠けているが，多くの計算の結果到
達したもので，今後の研究目標を与えたものとして興味深い。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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